


任意売却とは 
 
任意売却とは、競売にかけられる可能性のある不動産を売却する不動産取引です。  
専門の不動産コンサルタントによって債権者（銀行等の金融機関）と債務者（ローンの申込人）
の調整が行われ、 その不動産の売買価格がローン残高を下回った場合も債権者の合意を得
て売却することで、債務者の残債をできる限り減らすことができます。
 
裁判所による競売は、強制的で融通の利かない手続きですが、任意売却は裁判所が介入しな
い為、債務者自らの判断（任意）で行う事ができるのです。  
そのため、引越し費用や残債など、様々な融通が利く手続きになります。

 

任意売却について 

　通常住宅ローンを組む際、借り主が返済可能であるかの審査が行われるため、ローン支払いが滞ることはありません。  
　しかし急に収入が減少してしまったり、ケガや入院などやむを得ない理由で仕事を辞めてしまったりと、  
　ローンの返済が困難になることがあります。  
　ローンの滞納が続けば裁判所により住宅が競売にかけられ、「差し押さえ」や「立ち退き」となる可能性があります。
　任意売却なら、競売にかけられるよりも融通の利く手続きを行うことが可能です。  
　「ローン返済が難しい」という状況になりましたら、ぜひお早めにご相談ください。

任意売却のメリット 
 
裁判所による競売では、物件を手放した後の住宅ローンの支払いが免除されるわけではあり
ませんが、 任意売却では物件を良い条件で手放すことによって、残債をできる限り減らすこと
ができます。
また滞納が短期間のうちに任意売却の手続きをすれば、競売には無い様々なメリットがありま
す。物件を手放した後の再スタートを上手に切るためにも、早めにご相談ください。
 





上記の通り、任意売却は競売に比べて様々なメリットがありますが、いつでも選択
できるわけではありません。  
任意売却では、債権者と話し合いや合意が必要になるので、実際の競売が始まっ
てしまう前に準備を始める必要があります。  
タイミングを逃さないよう、なるべく早めにご相談ください。  



リースバック/買戻しについて 

　　どうしてもご自宅を残したい。またはそのまま住み続けたいとお考えの方には、売却後も今の家に住むことが出来る  
　　リースバックや買戻しという手段があります。
 
　　リースバックは、ご自宅を売却後、家賃を購入者に支払うことで、  
　　引き続きその物件を使用することが出来る不動産取引です。
　　リースバックと任意売却を組み合わせるという取引方法もありますので、ぜひ一度ご相談ください。  

買戻しとは
将来的に収入が回復する見込みがあると、しばらく家賃を払って自宅として住み続けた後、自宅の買戻しを行うこと
が可能な場合もあります。
または、同居している子供たちが自宅を買い戻すケースもあります。
他にも、競売がすでに始まっているケースでは親子間売買に向けた調整の時間がなく、いったん物件を売却し、数年
後に買戻しをするパターンもあります。
 

リースバックなら自宅に住み続けられます
このように、自宅を売却してもそのまま住み続けることができるのがリースバックです。
更に、毎月の家賃から残債の整理を行うので、無理のない返済をしていくことも可能になります。
 
ご相談いただくケースの中には、現状では子供が就職・転職したばかりで住宅ローンを組めないことや、 
 既に競売が開始されているようなケースでは時間がなく、親族間売買の調整も間に合わないこともあります。 
その場合、まず不動産を任意売却し、リースバックや、数年後に買戻しをするという方法があります。 
お気軽にご相談ください。 

リースバックとは
リースバックとは、一度ご自宅など（所有している不動産）を第三者（投資家）に売却し、賃貸として今の家に住み続け
るという不動産取引です。
売却するので物件の所有権は購入者に代わりますが、賃貸契約を結んで毎月家賃として返済していくことで、今まで
住んでいた家を立ち退く必要がなくなります。また、場合によっては将来的に自宅を買い戻すことも可能です。 
急にまとまったお金が必要になった、定年退職後の生活資金が足りないなどの理由で、自宅を売らなければならな
い。けれど、子供の通学や親の介護などの関係で、今の自宅に住み続けたい…どうしても自宅を手放したくない……
そんな悩みをお持ちの方に適した不動産取引です。 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